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第一部 【企業情報】
 

第１ 【企業の概況】
 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次 第13期中 第14期中 第15期中 第13期 第14期

会計期間

自 平成29年
   ７月１日
至 平成29年
   12月31日

自 平成30年
   ７月１日
至 平成30年
   12月31日

自 令和元年
   ７月１日
至 令和元年
   12月31日

自 平成29年
   ７月１日
至 平成30年
   ６月30日

自 平成30年
   ７月１日
至 令和元年
   ６月30日

売上高 (千円) 223,419 229,707 229,669 409,288 494,051

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 278 △18,131 △18,531 2,873 3,595

中間(当期)純損失(△) (千円) △741 △19,122 △19,521 △13,746 △6,073

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － － － －

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数
   （普通株式）
   （優先株式）

(株)
 
 

37,375
(30,000)
(7,375)

37,375
(30,000)
(7,375)

37,375
(30,000)
(7,375)

37,375
(30,000)
(7,375)

37,375
(30,000)
(7,375)

純資産額 (千円) 3,918,195 3,886,069 3,878,120 3,905,191 3,899,117

総資産額 (千円) 4,085,809 4,059,272 4,068,896 4,040,485 4,043,048

１株当たり純資産額 (円) 7,640.69 6,618.97 6,304.86 7,231.80 7,029.34

１株当たり中間(当期)
純損失(△)

(円) △73.89 △637.41 △699.89 △482.78 △227.04

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) － － － － －

１株当たり配当額
(普通株式)
(優先株式)
(内、１株当たり中間
配当額)

(円)
(円)
(円)
(円)

－
(－)
(－)
(－)

－
(－)
(－)
(－)

－
(－)
(－)
(－)

－
(－)
(－)
(－)

200
(－)
(200)
(－)

自己資本比率 (％) 95.9 95.7 95.3 96.7 96.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 77,895 24,071 43,918 42,145 14,915

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △7,270 △14,986 △16,050 △21,459 △52,375

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,475 － △1,475 △1,475 －

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 115,472 74,618 54,466 65,532 28,073

従業員数
（ほか、平均臨時雇用
者数）

(名)
14 12 8 12 12

(18) (15) (21) (17) (15)
 

(注) １ 当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

４ 第13期中、第13期、第14期中、第14期及び第15期中の潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額は、

１株当たり中間(当期)純損失が計上されており、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】
　

当中間会計期間において、当社及び当社の親会社が営んでいる事業内容に重要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】
　

当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1)提出会社の状況

令和元年12月31日現在

従業員数（名）
8

(21)
 

(注) １．従業員数は、就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時雇用者（パートタイマー及び嘱託）の当中間会計期間の平均雇用人数であり

ます。

３．当社は、ゴルフ場事業の単一セグメントであるため、セグメント情報ごとに記載しておりません。

 

(2)労働組合の状況

労働組合は結成されておりません。尚、労使関係は良好です。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当中間会計期間において、当社の経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な

指標等について、既に提出した有価証券報告書に記載された内容に比して重要な変更はありません。

　また、新たに定めた経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等はあり

ません。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当中間会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

２ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断

に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」につ

いて重要な変更はありません。

 

３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(経営成績等の状況の概要)

当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の

状況の概要は次のとおりであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当中間会計期間につきましては、異常気象による天候不順や週末台風による来場者数の減少の為、厳しい状況で

推移しました。来場者数は20,090名（前年同期比93.7％）となり、売上高は229,669千円（前年同期比100.0％）と

なりました。営業費用は252,817千円（前年同期比99.0％）となり、この結果営業損失は23,147千円（前年同期は営

業損失25,772千円）となりました。

また、当中間会計期間の経常損失は18,531千円（前年同期は経常損失18,131千円）となりました。

この結果、法人税、住民税及び事業税を差引いた中間純損失は19,521千円（前年同期は中間純損失19,122千円）

となりました。

財政状態については、当中間会計期間末における総資産が4,068,896千円となり、前事業年度末に比べ25,848千円

増加しております。

 
（2）キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、54,466千円と前年同期と比べ20,151

千円の減少となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における営業活動の結果、得られた資金は43,918千円と前年同期と比べ19,847千円の増加とな

りました。これは主に減価償却費によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における投資活動の結果、使用した資金は16,050千円と前年同期と比べ1,063千円の増加となり

ました。これは、固定資産取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における財務活動の結果、使用した資金は1,475千円（前年同期は発生なし）となりました。

これは優先株式の配当によるものです。

 
(生産、受注及び販売の状況)

当社の実態に即した内容を記載するため、生産実績及び受注実績に代えて収容実績を記載しております。

（1）  収容実績
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ホール数
（H）

前中間会計期間 当中間会計期間

(自 平成30年 7月１日
至 平成30年12月31日)

(自 令和元年 7月１日
至 令和元年12月31日)

営業日数
（日）

収容実績（名） １日平均
来場者数
（名）

営業日数
（日）

収容実績（名） １日平均
来場者数
（名）メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

18 178 9,179 12,264 21,443 120 182 8,478 11,612 20,090 110
 

　

（2）  販売実績

区分

前中間会計期間
(自 平成30年７月１日
至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
至 令和元年12月31日)

金額（千円） 金額（千円）

ゴルフ場 229,707 229,669
 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 
(経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容)

(1) 重要な会計方針及び見積り

当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されておりま

す。この中間財務諸表の作成にあたって、重要な会計方針及び見積りにつきましては、十分検討して作成しており

ます。

(2) 財政状態の分析

（資産）

当中間会計期間末における流動資産の残高は320,257千円で、前事業年度末に比べ23,833千円増加しておりま

す。現金及び預金の増加が主な要因です。固定資産の残高は3,748,638千円で、前事業年度末に比べ2,014千円増加

しております。有形固定資産の増加が主な要因です。

この結果、資産合計は4,068,896千円となり、前事業年度末に比べ25,848千円増加しております。

（負債）

当中間会計期間末における流動負債の残高は95,985千円で、前事業年度末に比べ46,542千円増加しております。

前受収益の増加が主な要因です。固定負債の残高は94,790千円で、退職給付引当金の増加により前事業年度末に比

べ302千円増加しております。

この結果、負債合計は190,775千円となり、前事業年度末に比べ46,845千円増加しております。

（純資産）

当中間会計期間末における純資産の残高は3,878,120千円で、前事業年度末に比べ20,996千円減少しておりま

す。繰越利益剰余金の減少によります。

 

(3) 経営成績の分析

当中間会計期間は、来場者数は20,090名（前年同期比93.7％）となり、売上高は229,669千円（前年同期比

100.0％）となりました。営業費用は252,817千円（前年同期比99.0％）となりました。

売上高は、入場者数の減少による売上減少などにより、前年同期と比較して38千円減少しました。営業費用は人

件費、修繕費の減少などにより、前年同期と比較して2,663千円減少しました。

この結果、営業損失は23,147千円（前年同期は営業損失25,772千円）、経常損失は18,531千円（前年同期は経常

損失18,131千円）、法人税、住民税及び事業税を差引いた中間純損失は19,521千円（前年同期は中間純損失19,122

千円）となりました。

 

(4) キャッシュ・フローの状況の分析

「第２　事業の状況　３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　経営成績等

の状況の概要　(2)キャッシュ・フローの状況」をご参照下さい。
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(5)資本の財源及び資金の流動性

当社の運転資金需要のうち主なものは、設備の更新、食材の仕入、及びコース維持管理に伴う肥料や消耗品のほ

か、販売費及び一般管理費等の営業費用であります。

当社は、事業上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としており、運転資金は現状、自

己資金を基本としております。

　

４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

 

５ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間の設備投資の総額は、16,050千円であり、その主なものは、ゴルフカー購入などによるものであ

ります。

 
２ 【設備の新設、除却等の計画】

記載すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000

優先株式 8,000

計 88,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)

(令和元年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(令和２年３月30日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,000 30,000 非上場 (注)１、３、４

優先株式 7,375 7,375 〃 (注)２、３、４

計 37,375 37,375 ― ―
 

(注)  １  普通株式の内容

株主としての権利内容に制限のない、標準となる株式であります。

２  優先株式の内容

(1) 普通株式に優先して、１株につき年100円を限度として利益配当（以後「優先配当金」という）を受けま

す。

(2) 優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては、配当を受ける権利を有しません。

(3) 優先配当金の全部、又は一部が支払われていないときは、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積し

た不足額については優先配当金に先立ってこれを受けるものとします。

(4) 優先株式の株主は、その所有する優先株式については株主総会における議決権を有しないものとします。

ただし、下記の場合を除くものとします。

イ) 定時総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、なお

かつ次の定時総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときは、その定時総会の

時から議決権を有します。

ロ) 定時総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、なお

かつ次の定時総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときは、その

定時総会終結の時から議決権を有します。

(5) 優先株式の株主は、当会社の残余財産の分配につき、その優先株式１株につき50万円までは、普通株式の

株主に優先して分配を受けます。

(6) 優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しませ

ん。

３  定款により下記の通り譲渡制限を行っています。

第11条      当会社の発行する株式は、これをすべて譲渡制限株式とする。

２  当会社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の決議による承認を要する。

４  単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

年 月 日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減

額(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

令和元年12月31日 ― 37,375 ― 100,000 ― 1,843,750
 

 

(5) 【大株主の状況】

①所有株式数別

令和元年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社リオグループホールディングス 名古屋市中区平和１－15－27 32,216 86.20

東芝テック株式会社 名古屋市熱田区波寄町25－15 22 0.06

クロスプラス株式会社 名古屋市西区花の木３－９－13 16 0.04

杉本食肉産業株式会社 名古屋市昭和区緑町２－20 15 0.04

計 － 32,269 86.34
 

　(注)上位５番目の大株主が多いため、記載を省略しております。

 
②所有議決権数別

令和元年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有

議決権数
(個)

総株主の議決権に対する
所有議決権数の割合(％)

株式会社リオグループホールディングス 名古屋市中区平和１－15－27 30,000 100.00

計 ― 30,000 100.00
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

令和元年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 優先株式 7,375
 

 

―
優先的配当を受ける権利を有する優
先株式（注）

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 30,000
 

 

30,000
株主として権利内容に制限の無い、
標準となる株式（注）

発行済株式総数 37,375 ― ―

総株主の議決権 ― 30,000 ―
 

（注）株式の内容につきましては「１株式等の状況(1)株式の総数等②発行済株式(注)」に記載しております。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社リオフジワラカントリー(E04740)

半期報告書

10/25



第５ 【経理の状況】

 

１. 中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。

 

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(令和元年７月１日から令和元年12月31

日まで)の中間財務諸表について、松田公認会計士事務所により中間監査を受けております。

 

３. 中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。

 

１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社リオフジワラカントリー(E04740)

半期報告書

11/25



２ 【中間財務諸表等】

(1)【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(令和元年６月30日)
当中間会計期間

(令和元年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 28,073 54,466

  売掛金 9,039 9,132

  たな卸資産 7,510 7,967

  短期貸付金 230,000 230,000

  その他 21,800 18,690

  流動資産合計 296,423 320,257

 固定資産   

  有形固定資産 ※1  195,245 ※1  197,287

  投資その他の資産   

   差入保証金 3,500,023 3,500,023

   その他 51,355 51,328

   投資その他の資産合計 3,551,378 3,551,351

  固定資産合計 3,746,624 3,748,638

 資産合計 4,043,048 4,068,896

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,341 3,279

  未払金 35,918 25,717

  未払法人税等 1,223 990

  前受収益 － 47,506

  賞与引当金 57 57

  その他 ※2  9,901 ※2  18,433

  流動負債合計 49,442 95,985

 固定負債   

  長期未払金 78,161 78,161

  退職給付引当金 16,326 16,628

  固定負債合計 94,487 94,790

 負債合計 143,930 190,775

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金   

   資本準備金 1,843,750 1,843,750

   その他資本剰余金 2,034,900 2,033,425

   資本剰余金合計 3,878,650 3,877,175

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △79,532 △99,054

   利益剰余金合計 △79,532 △99,054

  株主資本合計 3,899,117 3,878,120

 純資産合計 3,899,117 3,878,120

負債純資産合計 4,043,048 4,068,896
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②【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成30年７月１日
　至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
　至 令和元年12月31日)

売上高 229,707 229,669

売上原価 15,460 13,616

売上総利益 214,247 216,052

販売費及び一般管理費 240,019 239,200

営業損失（△） △25,772 △23,147

営業外収益 ※1  7,905 ※1  4,616

営業外費用 ※2  264 －

経常損失（△） △18,131 △18,531

税引前中間純損失（△） △18,131 △18,531

法人税、住民税及び事業税 990 990

法人税等合計 990 990

中間純損失（△） △19,122 △19,521
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③【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 平成30年７月１日　至 平成30年12月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本

剰余金
資本剰余金合計

その他利益

剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 1,843,750 2,034,900 3,878,650 △73,458 3,905,191 3,905,191

当中間期変動額        

剰余金（その他資本

剰余金）の配当
  ― ―  ― ―

中間純損失（△）     △19,122 △19,122 △19,122

当中間期変動額合計 ― ― ― ― △19,122 △19,122 △19,122

当中間期末残高 100,000 1,843,750 2,034,900 3,878,650 △92,580 3,886,069 3,886,069
 

 

 当中間会計期間(自 令和元年７月１日　至 令和元年12月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本

剰余金
資本剰余金合計

その他利益

剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 1,843,750 2,034,900 3,878,650 △79,532 3,899,117 3,899,117

当中間期変動額        

剰余金（その他資本

剰余金）の配当
  △1,475 △1,475  △1,475 △1,475

中間純損失（△）     △19,521 △19,521 △19,521

当中間期変動額合計 ― ― △1,475 △1,475 △19,521 △20,996 △20,996

当中間期末残高 100,000 1,843,750 2,033,425 3,877,175 △99,054 3,878,120 3,878,120
 

EDINET提出書類

株式会社リオフジワラカントリー(E04740)

半期報告書

14/25



④【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成30年７月１日
　至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
　至 令和元年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純損失（△） △18,131 △18,531

 減価償却費 8,186 14,035

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,612 302

 受取利息及び受取配当金 △3,478 △3,478

 売上債権の増減額（△は増加） 3,293 △93

 たな卸資産の増減額（△は増加） △2,054 △457

 仕入債務の増減額（△は減少） 990 938

 未払金の増減額（△は減少） 75 △10,200

 前受収益の増減額（△は減少） 49,944 47,506

 その他 △12,629 11,408

 小計 21,583 41,430

 利息及び配当金の受取額 3,478 3,478

 法人税等の支払額 △990 △990

 営業活動によるキャッシュ・フロー 24,071 43,918

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △14,986 △16,050

 投資活動によるキャッシュ・フロー △14,986 △16,050

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 － △1,475

 財務活動によるキャッシュ・フロー － △1,475

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,085 26,393

現金及び現金同等物の期首残高 65,532 28,073

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  74,618 ※1  54,466
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 商品・貯蔵品

最終仕入原価法による原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物附属設備　15年、構築物　10～20年、車輌運搬具　４年、工具器具及び備品　５年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

主な耐用年数は次のとおりであります。

　ソフトウェア　５年

 

３．引当金の計上基準

(1) 賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当中間会計期間の負担額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方

法を用いた簡便法を適用しております。

     　

４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資としております。

 

５．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1) 消費税等の会計処理

消費税および地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。
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（表示方法の変更）

該当事項はありません。

 
（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

（中間貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している減価償却累計額の額

 

 
前事業年度

(令和元年６月30日)
当中間会計期間

(令和元年12月31日)

有形固定資産の
減価償却累計額

131,160千円 145,168千円
 

　

※２ 消費税等の取扱い

仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、流動負債の「その他」に含めて表示しております。

 

（中間損益計算書関係）

※１ 営業外収益のうち主要なもの

 

 
前中間会計期間

(自 平成30年７月１日
至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
至 令和元年12月31日)

受取利息 3,478千円 3,478千円
 

　

※２ 営業外費用のうち主要なもの

　

 
前中間会計期間

(自 平成30年７月１日
至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
至 令和元年12月31日)

雑損失 264千円 －千円
 

 

　３　減価償却実施額

 

 
前中間会計期間

(自 平成30年７月１日
至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
至 令和元年12月31日)

有形固定資産 8,159千円 14,008千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

　Ⅰ.　前中間会計期間（自 平成30年７月１日 至 平成30年12月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式（株） 30,000 ― ― 30,000

優先株式（株） 7,375 ― ― 7,375

合計（株） 37,375 ― ― 37,375
 

 

　Ⅱ.　当中間会計期間（自 令和元年７月１日 至 令和元年12月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式（株） 30,000 ― ― 30,000

優先株式（株） 7,375 ― ― 7,375

合計（株） 37,375 ― ― 37,375
 

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間会計期間

(自 平成30年７月１日
至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
至 令和元年12月31日)

現金及び預金勘定 74,618千円 54,466千円

現金及び現金同等物中間期末残高 　74,618千円 54,466千円
 

 

（リース取引関係）

　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　Ⅰ.　前事業年度(自 平成30年７月１日 至 令和元年６月30日)

金融商品の時価等に関する事項

令和元年６月30日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

   (単位：千円)

 貸借対照表計上額 時価 差額

(資産)    

(1) 現金及び預金 28,073 28,073 －

(2) 売掛金 9,039 9,039 －

(3) 短期貸付金 230,000 230,000 －

(4) 差入保証金 3,500,023 3,500,023 －

(負債)    

(1) 買掛金 2,341 2,341 －

(2) 未払金 35,918 35,918 －

(3) 未払法人税等 1,223 1,223 －
 

 

(注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(資産)

(1)現金及び預金、(2)売掛金、(3)短期貸付金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(4)差入保証金

差入保証金については、回収見込み額により時価を算定しております。

(負債)

(1)買掛金、(2)未払金、(3)未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

　Ⅱ.　当中間会計期間(自 令和元年７月１日 至 令和元年12月31日)

金融商品の時価等に関する事項

令和元年12月31日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

   (単位：千円)

 中間貸借対照表計上額 時価 差額

(資産)    

(1) 現金及び預金 54,466 54,466 －

(2) 売掛金 9,132 9,132 －

(3) 短期貸付金 230,000 230,000 －

(4) 差入保証金 3,500,023 3,500,023 －

(負債)    

(1) 買掛金 3,279 3,279 －

(2) 未払金 25,717 25,717 －

(3) 未払法人税等 990 990 －
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(注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(資産)

(1)現金及び預金、(2)売掛金、(3)短期貸付金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(4)差入保証金

　　差入保証金については、回収見込み額により時価を算定しております。

(負債)

(1)買掛金、(2)未払金、(3)未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(有価証券関係)

該当事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

当社は、関連会社がないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前中間会計期間(自 平成30年７月１日 至 平成30年12月31日)

　当社は、ゴルフ場事業の単一のセグメントであるため記載を省略しております。

 

  当中間会計期間(自 令和元年７月１日 至 令和元年12月31日)

　当社は、ゴルフ場事業の単一のセグメントであるため記載を省略しております。

 

【関連情報】

  前中間会計期間(自 平成30年７月１日 至 平成30年12月31日)

１．サービスごとの情報

　　　　　　当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

 

２．地域ごとの情報

　　　　　(1)売上高

　　　　　　当社の外部顧客への売上高はすべて本邦におけるものであります。

　　　　(2)有形固定資産

　　　　　　当社の有形固定資産は、すべて本邦に所在しております。

 

３.主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高で中間損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないため、記載を省略してお
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ります。

 

  当中間会計期間(自 令和元年７月１日 至 令和元年12月31日)

１．サービスごとの情報

　　　　　　当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

 

２．地域ごとの情報

　　　　　(1)売上高

　　　　　　当社の外部顧客への売上高はすべて本邦におけるものであります。

　　　　(2)有形固定資産

　　　　　　当社の有形固定資産は、すべて本邦に所在しております。

 

３.主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高で中間損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないため、記載を省略してお

ります。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

  前中間会計期間(自 平成30年７月１日 至 平成30年12月31日)

　該当事項はありません。

 

  当中間会計期間(自 令和元年７月１日 至 令和元年12月31日)

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

  前中間会計期間(自 平成30年７月１日 至 平成30年12月31日)

　該当事項はありません。

 

  当中間会計期間(自 令和元年７月１日 至 令和元年12月31日)

　該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

  前中間会計期間(自 平成30年７月１日 至 平成30年12月31日)

　該当事項はありません。

 

  当中間会計期間(自 令和元年７月１日 至 令和元年12月31日)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

 

項目
前事業年度

(令和元年６月30日)
当中間会計期間

(令和元年12月31日)

(1) １株当たり純資産額 7,029円34銭 6,304円86銭

 (算定上の基礎)  
 
 

  純資産の部の合計額（千円） 3,899,117 3,878,120

  差額の主な内訳   

  残余財産の優先分配額（千円） 3,687,500 3,687,500

  優先株式の配当（千円） 737 1,475

  普通株式に係る中間期末(期末)の純資産額（千円） 210,880 189,145

  普通株式の発行済株式数（株） 30,000 30,000

  普通株式の自己株式数（株） － －

  １株当たり純資産額の算定に用いられた
  中間期末(期末)の普通株式の数（株）

30,000 30,000
 

　

項目
前中間会計期間

(自 平成30年７月１日
至 平成30年12月31日)

当中間会計期間
(自 令和元年７月１日
至 令和元年12月31日)

(2) １株当たり中間純損失金額(△) △637円41銭 △699円89銭

 (算定上の基礎)   

 　中間純損失金額(△)（千円） △19,122 △19,521

  普通株主に帰属しない金額（千円） － －

  普通株式に係る中間純損失金額(△)（千円） △19,122 △20,996

  普通株式の期中平均株式数（株） 30,000 30,000
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、１株当たり中間純損失が計上されており、また潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

特記すべき事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度 第14期(自 平成30年７月１日 至 令和元年６月30日) 令和元年９月30日東海財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

令和２年３月17日

株式会社リオフジワラカントリー

取  締  役  会  御中

 

松田公認会計士事務所
 

  公認会計士 松田　茂樹 ㊞
 

 

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社リオフジワラカントリーの令和元年７月１日から令和２年６月30日までの第15期事業年度の中間会計期間(令和元年

７月１日から令和元年12月31日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本

等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私の責任は、私が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、

私に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表

示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施する

ことを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、私の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及

び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行

われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株

式会社リオフジワラカントリーの令和元年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間(令和元年

７月１日から令和元年12月31日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているもの

と認める。

 

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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